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偉人伝
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下村湖人

理
想
を
掲
げ
、青
年
教
育
に
も
尽
力

湖人が幼少期などの10年ほどを過ご
す。次郎物語第一部の舞台で、屋根の
上で次郎と父が語り合う映画のシーン
は印象的。「次郎物語」の原稿をはじめ、
著作、写真、書簡などが展示され、庭
には湖人が愛用した言葉「白鳥入蘆花」
の石碑もある。

下村湖人生家

肥前さが幕末維新博覧
会の佐賀ゆかりの偉人
像25体の1つ。社会教育
家としてともに活動した
田澤 義鋪と並び、町ゆ
く人を見つめている。

モニュメント像

し も む ら じんこ

　
少
年
の
成
長
を
描
い
た
長
編
小
説「
次
郎
物

語
」の
作
者
、下
村
湖
人
は
文
筆
活
動
だ
け
で

な
く
、明
治
末
か
ら
昭
和
前
半
の
激
動
期
に
理

想
を
掲
げ
て
活
動
し
た
教
育
者
、社
会
教
育
家

と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
1
8
8
4
年
、神
埼
郡
千
歳
村（
現
神
埼
市

千
代
田
町
）に
生
ま
れ
、熊
本
の
第
五
高
等
学

校（
現
熊
本
大
学
）を
経
て
東
京
帝
国
大
学
英

文
科
を
卒
業
。母
校
佐
賀
中
学
校
の
教
諭
と
な

り
、鹿
島
中
学
校
、唐
津
中
学
校
な
ど
で
校
長

も
務
め
ま
し
た
。中
学
生
時
代
か
ら
雑
誌
に
詩

歌
を
投
稿
し
て
文
才
を
認
め
ら
れ
、1
9
3
１

年
に
教
職
を
退
い
て
か
ら
本
格
的
に
執
筆
を

始
め
ま
し
た
。

　
代
表
作「
次
郎
物
語
」は
、幼
少
期
に
里
子
に

出
さ
れ
た
次
郎
が
成
長
し
て
い
く
姿
を
描
い

た
名
作
で
す
。自

身
も
里
子
と
な
っ

た
経
験
が
あ
る
こ

と
な
ど
か
ら
、自

伝
的
小
説
と
さ

れ
、1
9
3
6
年

に
雑
誌
連
載
開

始
。第
5
部
ま
で

を
刊
行
し
ま
し
た

が
、１
９
５
５
年

に
70
歳
で
亡
く
な

り
未
完
に
終
わ
り
ま
す
。ま
た
、鹿
島
市
出
身

で
青
年
団
運
動
や
青
年
教
育
に
情
熱
を
傾
け

「
青
年
団
の
父
」と
称
さ
れ
る
田
澤
義
鋪
と
と

も
に
青
年
教
育
に
尽
力
し
ま
し
た
。終
生
の
友

で
あ
る
田
澤
の
伝
記「
こ
の
人
を
見
よ
」は
湖

人
の
著
書
で
す
。

　
湖
人
没
後
も
根
強
い
人
気
が
続
き
、「
次
郎

物
語
」は
４
回
も
映
画
化
さ
れ
ま
し
た
。幼
少

期
を
過
ご
し
た
生
家
は
保
存
公
開
さ
れ
て
お

り
、毎
年
10
月
に
は「
下
村
湖
人
生
誕
祭
」が
行

わ
れ
る
な
ど
、地
元
の
人
々
に
よ
っ
て
功
績
が

顕
彰
さ
れ
て
い
ま
す
。か
つ
て
校
長
を
務
め
た

旧
制
中
学
校
の
後
身
、鹿
島
高
校
と
唐
津
東
高

校
で
は
湖
人
が
作
詞
し
た
校
歌
が
今
も
歌
わ

れ
、理
想
を
追
っ
た
そ
の
精
神
が
子
ど
も
た
ち

へ
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。

ゆかりの場所
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（
協
力
・
佐
賀
新
聞
社
）

わがまちゆかりの

偉人伝

神埼市千代田町崎村　☎0952（44）5167
場　所

佐賀市唐人1丁目
場　所

下村湖人生誕134年祭（2018年）では、千代田
東部小の児童が「次郎物語」の一幕を演じた

少年の成長描いた名作
「次郎物語」生む

1
9
8
7
年
の
映
画
撮
影
の
様
子
。

県
民
か
ら
選
ば
れ
た
子
役
の
ほ
か
、

地
元
住
民
も
エ
キ
ス
ト
ラ
で
参
加

し
た

よ
し
は
る

 

た 

ざ
わ

はくちょうろかにいる

〈神埼市の生家にも、新た
に設置されています。〉

人　口

世帯数

男：385,661人 女：429,275人
814,936人（前月比2,803人減）

311,313世帯（前月比276世帯増）

佐賀県の推計人口
平成31年４月１日現在

サガン鳥栖 検索

佐賀県プロサッカー振興協議会
☎0942（81）5290

詳しくは 

6月1日［土］  16：00～
VS セレッソ大阪

6月30日［日］  19：30～
VS 清水エスパルス

場所／駅前不動産スタジアム

みんなで
応援しよう！

サガン鳥栖
６月Jリーグホームゲーム日程

県立文化施設 イベントスケジュール
施設名 6 月 7 月上旬

九州陶磁
文化館
☎0955（43）3681
（有田町）

休館日

博物館
美術館
☎0952（24）3947
（佐賀市）

佐賀城本丸
歴史館
☎0952（41）7550
（佐賀市）

名護屋城
博物館
☎0955（82）4906
（唐津市）

朝鮮通信使の書画
6/9（日）まで

6/16（日）13：30～15：00

なごや歴史講座
「なごやのむかしむかし
～名護屋城前史～」※要資料代

6/23（日）10：00～16：00
宇宙を学べる大学IN九州2019

6/1（土）13：30～16：00
子ども着付体験

歴史館ゼミナール（第177回）
「鍋島直正の側近・鍋島夏雲と佐賀藩政について」
講師／佐賀大学地域学歴史文化研究センター准教授 伊藤昭弘 先生
6/8（土） 13：30～15：00

毎週月曜日（祝日・休日のときは翌日）。佐賀城本丸歴史館は、無休（6月24日（月）～
28日（金）臨時休館）。図書館は、6月26日（水）休館 ※毎月最終水曜日
公文書館は毎週月曜日

第32回 
現代工芸美術九州会展

7/7（日）～15（祝・月）

花鳥図（部分）［金有声筆］

昨年の九州新工芸展

名護屋城跡大手口

初代忠吉 刀
慶長5（1600）年

宇宙科学館
☎0954（20）1666
（武雄市）
※要観覧料

天体観望会
※毎週土曜日 20：00～21：30（受付は21：00まで）

※入場無料　※晴れた日のみ開催

第40回
九州新工芸展
6/12（水）～23（日）

7/15（祝・月）まで

最上大業物  忠吉と肥前刀
ただよし
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詳しくは 文化課  ☎0952（25）7236

と　き　7月7日（日） 15：00～

ところ　フォレスタ富士（佐賀市富士町）

料　金　一般／大学生　3,000円
　　　　高校生以下　　1,000円 （未就学児無料）

定　員　180名（抽選）

申込期間　6月1日（土）～23日（日）

“森”と“循環”をテーマに、オランダを代表する
「ヨーロピアン・ジャズ・トリオ」メンバーのフランス
とマークを迎え、コンサートを開催します。

SAGA SEA 古湯の響き～夏の記憶～

古湯の響き 夏の記憶 検索

催しもの

スポーツ課  ☎0952（25）7334詳しくは 

6月23日［日］ 11：00～
ゆめタウン佐賀 セントラルコート（佐賀市兵庫北）

久光製薬スプリングス
優勝報告会

２年連続７回目の優勝を果たし、新生V.LEAGUE 
DIVISION１の初代女王となった選手・監督への
インタビューや、サイン会など盛りだくさん。

さがインフォメーション

※かちかちPressは月曜～金曜の夕方放送中

サガテレビで好評放送中！
サガテレビ
「かちかち Press」 にて
【毎週木曜日】 18：40頃～

佐賀県の
新しい取り組みや
イベントなどをわかり
やすくお伝えする
コーナーです。 レポーター

「メガモッツ」中川どっぺるさん


